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出展：国土交通省 ホームページより

本プロジェクトの提案の背景 ～国土交通省・経済産業省・環境省による取組み～ 2



ｚ

ＬＣＣＭ住宅とは？

LCCM 住宅とは
住宅が長期にわたり健康で安全で省エネルギーな居住に供
し、LCCO2がマイナスとなることを目指す住宅のこと

下記の文章は、2017年10月17日
第17回CASBEE公開セミナー『LCCM住宅の今後の展開について』より引用

LCCM 住宅とは、住宅の長

い寿命の中で、建設時、運

用時、廃棄時においてでき

るだけの省CO2に取り組み、

かつさらに太陽光発電など

を利用した再生可能エネル

ギーの創出により、住宅建

設時のCO2 排出量も含め生

涯でのCO2 収支をマイナス

にする住宅として提案され

たものです。

下記文章は、国立研究開発法人 建築研究所ホームページ
『LCCM住宅とは』より引用

http://www.kenken.go.jp/japanese/contents/lccm/index.ht
ml#whatlccm図の作成：一般社団法人ZEH推進協議会
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ｚ

住宅性能におけるCO2排出量の変化(イメージ)

建設時の

CO2排出量は、

LCCM住宅が

一番大きい

ZE H  には家電・調理等分
を含んでいない。
LCCMには家電・調理等分
を含む。

運用（居住）時の

CO2排出量はゼロ

累積CO2排出量が

マイナス

グラフ作成：一般社団法人ZEH推進協議会 4



（１）提案プロジェクト全体の概要 （優先課題への対応を含む）及び先導的なアピール点

本プロジェクトは、全国の地域ビルダー（ＺＥＨ協会員）により、

長期にわたり健康で安全で省エネルギーな居住に供し、

太陽光発電に依存しすぎないLCCM住宅の普及波及を目指す。
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（１）提案プロジェクト全体の概要 （優先課題への対応を含む）及び先導的なアピール点

地域ビルダーとして取り組む LCCM住宅
～長期にわたり健康で安全で省エネルギー～

① ＬＣＣＭ住宅認定 ５つ星 （寒冷地及び低日射地域４つ星）

② 木造住宅

③ ランクアップ外皮平均熱貫流率

④ ＢＥＳＴ-Ｈ(住宅版)による非定常温熱シミュレーション

⑤ 創エネ除く省エネ率３０％以上

⑥ 長期優良住宅＋耐震等級３

⑦ ＬＣＣＯ2評価６項目の基準レベルの設定
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（１）提案プロジェクト全体の概要 （優先課題への対応を含む）及び先導的なアピール点

ＬＣＣＭ住宅認定取得が少ない寒冷地及び低日射地域への配慮

LCCM住宅認定数（H23.12～H29.11.28公表分にて集計）

省エネ基準地域区分１・２・３と

年間日射量地域区分Ａ１・Ａ２については

ＬＣＣＭ住宅４つ星とし、全国へのＬＣＣＭ住宅の普及を行う
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約６年間で ５１棟 うち LCCM住宅5つ星19棟）

※集計は、提案申請書作成時に、IBEC LCCM住宅認定取得住宅一覧表 より（一社）ZEH推進協議会にて行ったものである。
※省エネ地域区分は、CASBEE戸建新築評価結果を参照している。一部の不明な物件については建設地等より推定したものである。
※年間日射量地域区分は、建設地及び省エネ地域区分より調べ、一部の不明な物件は建設地等及び省エネ基準地域区分より推定したもの
である。



（１）提案プロジェクト全体の概要 （優先課題への対応を含む）及び先導的なアピール点

健康的な生活と省エネルギーを両立させる高いシェルター機能として、

断熱性能は、ランクアップ外皮平均熱貫流率以上 を有し、

かつ、ＢＥＳＴ-Ｈ（住宅版）の活用 により

健康性を高めるための暖冷房計画を入居者に助言を行う

計画段階：BEST-H
暖冷房計画の提案

実生活段階：HEMS等

エネルギーの見える化

出展：（一財）建築環境・省エネルギー機構 BESTコンソーシアム BEST-H（住宅版）の概要より 出展：パナソニックホームページより
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（１）提案プロジェクト全体の概要 （優先課題への対応を含む）及び先導的なアピール点

ＬＣＣＯ２評価項目６項目については、

下表のレベル以上 とすること

評価項目 レベル 主な要素技術等

Q H2.1.1
躯体 ５ 長期優良住宅認定を取得（劣化対策等級3

小屋裏及び床下空間ごとに点検口を設置

Q H2.1.2
外壁材 ３ 耐用年数と更新性にて評価

Q H2.1.3
屋根材､陸屋根 ３ 耐用年数と更新性にて評価

Q H2.2.2
維持管理の計画･体制 ５ 長期優良住宅認定を取得し取組み2つ

・住宅履歴の整備、維持保全計画

LRH1.1.1
躯体と設備による省エネ ５ 創エネを除く省エネ率 30％以下とするため、

レベル5 BEI0.85 を上回るBEI0.7 以下となる。

LRH1.2.1
節水型設備 ４ 節水トイレ･節水型水栓･食洗機の

うち2つ以上設置
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～本プロジェクトの実施体制図～ 10



ご清聴ありがとうございました。




